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聖
徳
太
子
は
、
摂
政
肇
国
自
r
太
子
で

あ
る
。
肇
国
（
は
っ
く
に
）
摂
政
（
し

ら
せ
ら
る
る
）
皇
太
子
（
ひ
つ
ぎ
の
み

こ
）
で
あ
る
。
日
本
紀
に
拠
れ
ば
、
神

武
天
皇
と
崇
神
天
皇
と
が
「
は
っ
く
に

し
ら
す
す
ら
み
こ
と
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
伝
説
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
真
に

日
本
を
誉
め
て
創
建
し
た
の
は
聖
徳
太

子
で
あ
る
。
此
の
ご
ろ
「
国
造
り
」
、

「
人
造
り
」
が
時
代
標
語
の
如
く
宣
伝

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の

国
造
り
、
人
造
り
の
根
本
的
開
祖
で
あ

る
。
太
子
の
政
治
ほ
ど
現
代
政
治
の
基

本
と
す
べ
き
、
必
要
の
あ
る
時
代
は
な

い
。
太
子
が
理
想
的
な
体
系
を
有
す
る

よ
う
な
国
造
り
政
治
の
う
ち
で
、
最
も

重
要
な
も
の
は
、
国
史
の
編
纂
と
憲
法

の
制
定
で
あ
ろ
う
。
太
子
は
国
史
を
作

っ
て
民
族
の
過
去
に
つ
い
て
反
省
す
る

と
同
時
に
、
将
来
の
夢
の
国
の
先
例
を

描
こ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
神
武
天

皇
の
建
国
の
歴
史
は
、
実
は
太
子
の
建

国
事
業
の
反
映
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

神
武
天
皇
の
皇
居
、
皇
都
設
定
の
詔
に
、

八
紘
を
以
っ
て
宇
と
な
し
、
六
合
を
包

ね
て
皇
都
と
な
す
の
語
あ
り
、
戦
前
は

彼
の
東
亜
共
栄
圏
の
理
想
の
歴
史
的
根

拠
と
し
て
こ
の
詔
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、

八
紘
も
六
合
も
国
家
の
意
で
あ
っ
て
、

海
外
を
含
む
の
意
は
全
く
な
い
。
日
本

大会会場・電気ホールの内部

紀
は
国
家
の
語
を
朝
廷
又
は
皇
室
の
意

に
用
い
て
い
る
。
万
葉
集
に
も
こ
の
用

法
が
あ
る
。
国
家
を
皇
家
の
意
に
用
い

て
い
る
の
で
、
国
家
の
意
味
を
あ
ら
は

す
為
、
八
紘
、
六
合
、
区
宇
、
区
夏
、

天
下
等
、
大
き
な
範
囲
を
示
す
言
葉
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
詔
の
意
は
新
皇
居

は
、
皇
氏
族
だ
け
の
家
で
は
な
い
。
全

氏
族
の
同
居
の
営
め
の
家
で
あ
り
、
こ

の
端
居
の
所
在
地
畝
傍
山
の
東
南
だ
け

が
都
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
各
氏
族
の

割
拠
す
る
全
地
域
が
都
で
あ
る
。
云
々

其
り
意
は
理
想
り
国
家
人
民
は
全
民
族

の
一
体
で
あ
っ
て
、
君
臣
は
即
ち
父
子

で
あ
る
と
い
う
に
あ
っ
た
。
神
武
天
皇

の
時
代
に
こ
う
し
た
国
家
観
が
あ
る
筈

が
な
い
。
太
子
は
辛
酉
の
年
に
御
殿
を

造
営
し
、
甲
子
の
年
に
十
七
条
の
憲
法

を
制
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
神
武
天
皇

も
張
番
の
年
を
以
て
即
位
し
、
甲
子
の

年
を
以
て
大
嘗
祭
を
行
っ
た
と
し
た
の

も
、
修
史
の
際
に
於
け
る
太
子
の
想
定

で
あ
っ
た
ろ
う
。
い
わ
ば
太
子
は
、
理

想
国
家
の
国
造
り
を
、
ま
つ
神
武
天
皇

を
し
て
初
演
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
太
子
が
こ
の
理
想
国
家
の
国
造
り

の
大
方
針
を
示
し
た
の
が
十
七
条
憲
法

で
あ
る
。
神
武
以
来
の
当
時
の
各
氏
族

は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
を
異
に
し
て
い

る
。
蕃
別
氏
族
と
い
う
外
国
移
住
の
新

氏
族
あ
り
、
勢
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

旧
氏
族
に
も
其
の
家
系
神
代
以
来
に
あ

っ
た
と
い
う
神
別
氏
族
あ
り
、
皇
族
か

ら
分
家
し
た
皇
別
氏
族
あ
り
、
三
氏
族

そ
れ
ぞ
れ
土
地
人
民
を
私
有
し
て
勢
力

を
固
め
、
残
酷
な
苦
闘
は
物
語
り
以
上

で
あ
り
、
そ
の
熾
烈
な
る
抗
争
は
、
今

日
の
政
党
間
の
軋
礫
、
階
級
闘
争
、
労

使
の
悪
闘
も
比
較
に
は
な
ら
な
い
。
太

子
の
理
想
の
国
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
太
子
の
国
造
り
の
基
本
と
し
て
制
定

し
た
憲
法
の
第
一
条
は
序
分
で
あ
っ

て
、
全
室
の
眼
目
を
示
し
、
こ
の
序
分

震
い
て
正
宗
分
た
る
十
五
の
箇
条
を
展

開
し
た
。
憲
法
の
性
質
上
流
通
分
の
記

載
に
か
え
て
第
十
七
条
は
結
分
と
し
て

序
と
首
尾
を
な
し
て
い
る
。

　
ま
つ
序
に
和
を
あ
げ
、
正
宗
分
、
即

本
論
の
最
初
条
（
憲
法
第
二
条
）
に
こ

れ
を
受
け
、
か
ね
て
仏
教
の
信
仰
を
全

十
五
条
の
裏
附
け
と
し
た
。

　
ま
つ
和
の
貴
い
所
以
は
、
孔
子
の
語

（
論
語
）
を
以
て
あ
ら
わ
し
、
本
論
第

一
条
に
鞭
て
こ
れ
を
強
化
し
た
。
こ
こ

に
四
姓
の
終
帰
万
国
窮
極
の
宗
教
と
称

し
な
が
ら
、
仏
教
と
云
わ
ず
し
て
三
宝

と
称
し
た
の
は
、
特
に
僧
宝
を
指
摘
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

僧
は
具
さ
に
は
僧
伽
で
、
原
語
の
音
訳

語
で
あ
る
、
僧
の
字
に
出
家
、
比
丘
な

ど
の
転
意
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
其
の
原
語
の
意
が
転
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
支
那
南
北
朝
の
頃
に
は
、
僧

字
を
用
ひ
た
俗
人
の
名
が
砂
く
な
い
。

勿
論
出
家
比
丘
と
い
う
意
味
に
関
係
は

な
い
。
三
宝
の
種
別
及
び
そ
の
体
性
に

つ
い
て
は
、
所
説
種
々
あ
り
、
華
厳
経

に
説
く
同
相
三
宝
の
僧
宝
を
、
和
合
の

義
と
説
く
と
い
う
。
普
通
に
は
、
僧
を

訳
し
て
衆
と
す
る
。
然
ら
ば
僧
と
は
法

の
修
行
に
和
合
す
る
衆
徒
の
意
な
る
が

如
く
で
あ
る
。
和
の
貴
き
所
以
を
序
文

の
冒
頭
に
説
き
、
本
論
第
一
条
に
仏
の

教
え
亦
和
合
協
同
を
宝
と
す
る
と
述

べ
、
羅
漢
両
面
か
ら
和
の
貴
さ
を
主
張

し
た
。
時
弊
を
改
め
て
国
造
り
を
開
始

せ
ん
と
す
る
老
の
至
当
の
構
想
で
あ

る
。　
現
在
の
日
本
歴
史
教
科
書
は
悉
く
と

云
っ
て
よ
い
程
、
十
七
条
憲
法
を
説
明

し
て
和
を
説
く
と
の
み
い
う
の
は
、
仏

像
を
造
っ
て
開
眼
し
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
憲
法
の
肝
心
は
和
は
い
か
に

し
て
将
来
さ
れ
る
か
を
説
く
と
こ
ろ
に

あ
る
。
憲
法
に
は
こ
れ
に
応
え
て
曰
わ

く
、
　
「
必
ず
事
を
あ
げ
つ
ろ
う
（
論
）

に
譜
っ
て
」
、
始
め
て
和
は
将
来
さ
れ

る
と
す
る
。
事
を
論
ろ
う
と
は
、
衆
議

を
尽
し
て
公
論
、
世
論
に
帰
着
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
序
論
を
受
け
た
結

論
の
憲
章
に
「
簸
れ
事
は
独
り
断
ず
べ

か
ら
ず
、
必
ず
衆
（
も
ろ
も
ろ
）
と
論

（
あ
げ
つ
ろ
う
）
べ
し
」
と
あ
り
、
「
衆

と
あ
い
弁
ふ
る
時
は
、
こ
と
即
ち
理
を

得
」
と
あ
る
。
今
日
の
如
く
国
内
に
於

け
る
保
守
革
新
の
対
立
に
処
し
、
又
国

際
危
疑
の
深
刻
に
対
し
、
話
し
合
い
の

外
急
場
を
救
う
愚
策
が
な
い
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
話
し
あ
っ
て
公
正
を
求
め
る

と
い
う
の
が
、
太
子
の
和
の
為
め
の
根

本
策
と
し
て
強
調
し
て
あ
る
の
で
あ

る
。　
太
子
信
仰
の
復
活
さ
れ
る
鎌
倉
時
代

の
武
家
の
憲
法
（
貞
永
式
目
）
は
、
十

七
条
を
三
倍
し
て
五
十
一
箇
条
を
た

て
、
初
巻
に
神
社
仏
閣
を
大
切
に
せ
よ

と
あ
り
、
十
七
条
憲
法
本
論
の
第
一
条

に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
其
の
評
定
衆
の
合
議
政
治
を
き
め
た

の
も
太
子
の
主
張
を
取
入
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
肥
後
の
菊
池
武
重
の
三
箇
条
憲

法
に
、
内
談
衆
（
評
定
衆
の
類
）
の
合

議
に
際
し
、
衆
議
の
賛
成
が
な
け
れ

ば
、
主
人
と
い
え
ど
も
其
の
議
を
撤
回

す
る
と
規
定
し
て
あ
る
。

　
こ
こ
で
私
は
切
に
大
方
の
示
教
を
乞

う
こ
と
が
あ
る
。
明
治
元
年
の
五
条
誓

文
の
案
文
は
、
大
政
奉
還
後
、
天
朝
の
施

政
の
大
方
針
を
討
議
し
た
土
佐
の
福
岡

孝
弟
、
と
越
前
の
由
利
公
正
が
合
作
し

た
も
の
で
あ
る
。
其
の
第
一
条
の
会
議

政
治
の
主
張
は
、
熊
本
の
横
井
小
楠
の

政
治
思
想
が
由
利
公
正
に
通
ず
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
而
し
て
小
楠
の
こ
の
政
治

思
想
は
、
菊
池
の
三
箇
条
憲
法
の
感
化

も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
老
生
は
こ
の
説

の
出
所
を
忘
れ
た
。
横
井
小
楠
遺
稿
等

を
し
ら
べ
、
こ
の
方
面
の
権
威
者
で
あ

っ
た
徳
富
古
聖
氏
に
も
た
つ
ね
て
見
た

が
分
ら
な
か
っ
た
。
多
分
出
所
は
熊
本
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天
台
真
盛
宗

〃〃全
日
仏
婦

〃

仏
青

静
岡
県
仏

日
蓮
宗

大
阪
府
仏

愛
媛
県
仏

浄
土
宗

奈
良
県
仏

真
宗
三
門
徒

派国
際
仏
教
伝

道
会
全
日
仏
婦

大
阪
府
仏

〃恩
人
会

真
宗
仏
光
寺

派東
仏
静
岡
県
仏
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中
国
仏
教
協
会
代
表
来
日

日
中
両
国
の
親
善
に
多
大
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
は
じ
め
て
の
正
式
訪
問

氏初朴趙

　
本
年
は
わ
が
国
に
中
国
仏
教
文
化
を

招
来
し
日
本
仏
教
史
上
に
偉
大
な
る
足

蹟
を
印
し
た
盲
目
の
聖
者
、
一
真
和
上

円
寂
一
千
二
百
年
に
あ
た
り
、
全
仏
で

は
こ
の
ほ
ど
中
国
仏
教
協
会
副
会
長
趙

朴
初
子
を
団
長
と
す
る
中
国
仏
教
訪
日

友
好
代
表
団
四
名
を
招
請
し
奈
良
東
大

寺
、
横
浜
鶴
見
の
大
本
山
総
持
寺
に
お

け
る
鑑
真
和
上
円
寂
一
千
二
百
年
記
念

師法果正

大
法
要
に
出
席
を
要
請
し
、
そ
の
後
各

地
の
各
宗
本
山
等
を
巡
回
し
、
各
所
で

熱
烈
な
歓
迎
を
う
け
、
日
中
両
国
の
仏

教
に
よ
る
友
好
親
善
の
増
進
を
一
層
深

め
た
。

　
中
国
仏
教
訪
日
友
好
代
表
団
は
、
さ

る
五
月
五
日
夜
十
一
時
四
十
一
分
羽
田

着
の
B
O
A
C
機
九
三
〇
便
で
香
港
経

由
で
来
日
し
、
全
仏
金
剛
理
孫
長
以
下

多
数
の
仏
教
徒
の
歓
迎
を
う
け
、
特
別

控
室
に
て
少
憩
記
者
会
見
の
後
、
直
ち

に
自
動
車
三
台
に
分
乗
し
、
夜
半
す
ぎ

一
路
奈
良
へ
断
っ
た
。
翌
六
日
午
前
十

時
か
ら
東
大
寺
で
行
わ
れ
た
粋
士
和
上

円
寂
一
千
二
百
年
記
念
大
法
要
に
参

列
、
焼
香
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
い
て
唐
招

癸

、

師法如一

提
寺
を
訪
れ
参
拝
の
の
ち
同
夜
は
黄
奨

山
万
福
寺
に
宿
泊
、
七
日
は
宇
治
平
等

院
、
延
歴
寺
、
智
積
院
の
各
山
を
参
拝

し
、
午
後
六
時
か
ら
京
都
本
願
寺
白
書

院
に
お
け
る
全
仏
主
催
の
歓
迎
会
に
の

ぞ
み
、
同
夜
妙
心
寺
で
宿
泊
さ
れ
た
。

　
次
い
で
八
日
は
金
閣
寺
、
西
本
願

寺
、
知
恩
院
等
へ
参
詣
し
、
華
頂
会
館

に
お
け
る
記
念
講
演
会
に
出
席
し
挨
拶

氏葉

を
な
し
た
。
九
日
は
妙
心
寺
か
ら
大
阪

へ
向
い
、
途
中
松
下
電
器
を
見
学
し
、

更
に
東
西
両
別
院
、
日
立
造
船
を
廻

り
、
夜
は
大
阪
府
仏
教
会
主
催
の
歓
迎

会
に
出
席
し
、
同
夜
四
天
王
寺
で
宿
泊

さ
れ
た
が
、
十
日
は
高
野
山
を
訪
れ
、

金
剛
峯
寺
な
ど
山
内
霊
堂
に
参
詣
、
十

一
日
福
井
県
大
本
山
永
平
寺
、
十
二
日

総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
を
そ
れ
ぞ
れ
参

拝
さ
れ
、
夕
刻
自
動
車
に
て
横
浜
鶴
見

の
大
本
山
総
持
寺
へ
到
着
し
た
。
長
途

の
旅
行
の
つ
か
れ
を
癒
す
間
も
な
く
、

十
四
日
に
は
鎌
倉
の
円
覚
寺
、
建
長
寺

及
び
都
内
各
重
大
寺
院
を
訪
れ
、
交
流

を
深
め
十
五
日
は
、
築
地
本
願
寺
、
面

壁
事
務
総
局
、
増
上
寺
、
上
野
博
物
館

等
を
訪
れ
、
東
京
の
夜
景
も
観
賞
さ
れ

た
。
　
十
六
日
に
は
正
午
か
ら
総
持
寺
に
於

て
、
日
本
仏
教
学
会
と
の
懇
談
会
、
つ

い
で
三
時
か
ら
全
仏
主
催
の
鑑
真
和
上

円
寂
一
千
二
百
年
記
念
大
法
要
に
参
列

、
ひ
き
つ
づ
い
て
歓
送
会
に
出
席
し
、

仏
教
に
よ
る
日
中
両
国
の
友
好
増
進
を

誓
い
合
っ
た
。
十
九
日
午
後
五
時
一
行

は
、
仏
教
に
よ
る
両
国
の
親
善
の
実
を

あ
げ
、
清
水
谷
全
仏
副
会
長
ほ
か
多
数

の
仏
教
徒
の
見
送
り
を
う
け
B
O
A
C 機

で
空
路
香
港
へ
向
つ
た
。

　
代
表
団
の
氏
名
は
次
の
通
り

　
団
長
　
趙
　
朴
　
初
　
氏

　
　
　
　
　
中
国
仏
教
協
会
副
会
長

　
団
員
　
正
　
果
　
法
　
師

　
　
　
　
中
国
仏
学
院
教
務
処
主
任

　
〃
　
　
一
　
如
　
法
師

　
　
　
　
中
国
仏
学
院
研
究
生

通
訳
葉
啓
鋪
氏

　
　
　
　
中
国
外
交
学
会
職
員

中
国
仏
教
協
会

代
表
歓
迎
委
員
会

委
員
長
金
剛
秀
一

副
委
員
長
　
訓
覇
信
雄

顧
　
　
問
高
階
二
陣

委
　
　
員
太
田
淳
昭

　
　
　
　
　
金
子
弁
浄

　
　
　
　
　
清
水
祐
之

　
　
　
　
　
上
野
頼
栄

　
　
　
　
野
村
宗
春

　
　
　
　
清
田
寂
坦

　
　
　
　
曾
和
探
玄

　
　
　
　
宮
裡
顕
秀

　
　
　
　
　
岡
本
静
心

　
　
　
　
高
峰
秀
海

　
　
　
　
佐
藤
泰
舜

　
　
　
○
奥
　
博
良

　
　
　
○
村
野
宣
下

　
　
　
　
竹
村
教
智

　
　
　
○
菅
原
恵
慶

阿
部
竜
伝

大
谷
篁
潤

岩
野
真
雄

倉
持
秀
峰

末
広
愛
邦

長
岡
慶
信

平
林
宥
高

山
本
　
杉

叡
南
覚
成

上
野
澄
園

塚
原
徳
応

望
月
日
有

室
峰
梅
逸

間
野
敬
重

壬
生
台
舜

塚
本
善
隆

竹
田
淳
照

　
中
野
義
照
○
永
野
鎮
雄

　
半
田
孝
海
船
口
暉
子

　
村
瀬
玄
妙
　
山
田
無
文

〇
五
十
嵐
賢
隆
牧
田
諦
亮

　
三
谷
会
祥
　
中
濃
教
篤

　
佐
瀬
淳
光
○
白
山
亮
一

〇
石
川
存
静
○
栗
本
俊
道

　
　
　
○
狩
野
獲
麟
○
清
谷
得
竜

　
　
　
○
水
谷
英
俊
○
佐
藤
孝
全

　
　
　
○
伊
原
一
道
○
柳
　
十
六

　
　
　
○
別
所
弘
因
○
岩
本
昭
典

　
　
　
　
森
本
三
鎧

（
事
務
局
）

局主次局

員任長長

白
山
亮
一

石
川
存
静

柳
　
了
堅

鎌
田
良
昭

柱
松
青
月

清
谷
得
竜

伊
原
一
道

伊
東
堅
純

梶
原
隆
也

（
○
印
は
実
行
委
員
。
順
序
不
同
）

4
、
“
噺
ミ
竃
｝
ξ
、
》
可
、
’
竃
、
ご
覧
～
’
ミ
隔
覧
“
亀
、
覧
、
♂
一
、
’
、
、
♂
も
ミ
、
隔
ご
♂
｝
ミ
ー
覧
一

与
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功労賞の寺院教

　神田寺仏教文化センター落成記念

O　副賞五十万円を贈呈

O今年】2月8日（成道会）に発表予定

　　多年独力で教化事業に専心しておられる中小

　　寺院の中から審査の上おおむね5ケ寺をえら

　　び一口10万円宛贈呈して現在必要な教化材購

　　入費の一部に使用していただく

○応募並に推薦の方法，その他詳細については，

　　6，7月号にてお知らせ致します。

　　　　38年5月

　　　　　　　　宗教法人　神　　田　　寺
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真
言
宗
・
天
台
宗
器
具
　
　
田
中
伊
雅
仏
具
店
　
　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
仏
具
屋
町
万
寿
寺
角
　
　
　
　
　
　
電
話
㈹
二
　
五
　
八
　
四
　
番
　
　
　
　
　
　
振
替
大
阪
　
八
　
七
　
八
　
番

抜
群
の
妙
音
！
　
そ
れ
は
岩
沢
の
鐘
／
青
木
・
藤
原
・
土
居
博
士
指
導
　
　
岩
沢
梵
鐘
株
式
会
社
　
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
唐
渡
町
二
ニ
　
　
ト
　
　
ロ
　
バ
　
　
ス
　
梅
…
　
津
　
終
　
占
描
　
　
電
話
サ
ガ
㈲
〇
二
五
七
・
一
三
二
三
番

　
　
昔
も
今
も
輝
く
京
仏
壇
と
繭
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
二
三
壇
は
外
　
　
仏
壇
の
メ
ー
カ
ー
若
　
林
へ
屏
爵
朝
　
　
　
京
都
市
七
条
通
新
町
東
入
　
　
　
　
電
話
三
七
～
O
＝
一
四
・
＝
＝
三
一
二
一
＝
三
二

各
州
寺
院
御
用
達
御
一
一
用
護
マ
木
高
野
山
霊
木
ハ
デ
の
木
使
用
一
座
用
百
円
（
薬
種
別
）
他
に
板
塔
婆
、
経
木
守
、
護
マ
札
注
文
に
応
じ
ま
す
御
注
文
は
早
い
目
に
願
い
ま
す
。
　
和
歌
山
県
高
野
山
五
の
室
　
　
恩
地
護
摩
木
店
　
　
　
　
　
　
　
電
話
高
野
局
五
四
四
番

会
大
州
九
議
会
徒
教
課
本
日
全
回
　
■
十
第
祝

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
l
l
　
　
　
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
1
一
内
郷
計
期
謂
欝
神
仏
陶
器
卸
灘
　
識
量
鱒
（
讐
塵
癖
譲
町
婬
記
念
品
団
体
募
金
に
最
適
品
で
す
。
現
品
見
本
二
百
円
也
（
小
型
二
個
カ
タ
ロ
グ
準
，
帽
登
録
番
号
第
＝
二
六
八
二
二
号
許
可
済

　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
阻
　
7
0
部
　
　
会
社
恥
9
8
且
4
0
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
　
7
5
5
1
よ
欝
会
熊
蝉
灘
鞭
　
葬
　
福
木
長
時
所
　
　
　
　
　
　
　
　
社
本
獣
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